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 呼吸調節は大きく分けて，延髄を中心とした代謝性の調節，大脳皮質
を中心とした行動性調節，前頭葉や扁桃体を中心とした情動性調節があ
る．情動の中枢である扁桃体において，神経化学的呼吸調節は確立され
ていない．扁桃体基底外側核におけるドパミンと恐怖条件付けの関連が
知られており，ドパミンは主にD1-like受容体，D2-like受容体を介して
作用を発現する．本研究では，扁桃体基底外側核におけるドパミン受容
体サブタイプを介したドパミン遊離量及び呼吸調節について検討した． 
 雄性成熟マウス(C57BL/6N，10週～12週，n = 16)において，全身麻酔
下で扁桃体基底外側核にマイクロダイアリシスのガイドカニューレを留
置する手術を行い，1週間の回復期間を置いた．実験当日，そのマウスに
吸入麻酔下でマイクロダイアリシスプローブを刺入し，呼吸測定用のダ
ブルチャンバー・プレチスモグラフに入れ，プローブを介して各ドパミ
ン受容体拮抗薬(0, 1, 100 M)を微量潅流した．人工脳脊髄液潅流群(n = 
5)，D1-like受容体拮抗薬(SCH23390)潅流群(n = 6)，D2-like受容体拮抗
薬((S)-(-)-sulpiride)潅流群(n = 5)，それぞれで呼吸曲線と体温を記
録し，同時にプローブを介して回収した細胞外液中のドパミン遊離量を
HPLCで分析した．後日，呼吸数，一回換気量，分時換気量，体温を解析
した． 
 呼吸数の変化は、扁桃体基底外側核における人工脳脊髄液潅流群と
D1-like受容体拮抗薬潅流群とD2-like受容体拮抗薬潅流群で有意に異な
っていた。また、D2-like受容体拮抗薬潅流群の呼吸数は、拮抗薬濃度依
存性に有意に低下した．同時に測定したドパミン遊離量は3群間で有意差
を認めなかった． 
 自己受容体でもある D2 受容体活性がドパミン遊離に影響しない事か
ら，扁桃体基底外側核におけるドパミンは、後シナプスの D2-like 受容
体を介して呼吸数を増加する事が示唆された．これは、情動性呼吸調節
に関連していると考えられる。 
 
